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第４章 48時間講習のデジタル対応に係るまとめ 

 

第１節 現状と今後について 

 

１－１ 48時間講習の現状と課題と対応 

 

講習の現状と課題と解決するための対応をまとめると以下のとおりとなる。 

【48時間講習の現状】 

 講習の実施には１科目につき１名以上は必要（概ね８～９名で担当）  

 講師は主に都道府県の能開施設が担当  

【48時間講習の課題】 

 講師の選定、確保（高齢化等により人材が不足している）  

【解決策】 

 他県で実績のある講師による応援  

 県をまたいだ同時開催を行う  

 

これらの解決策を行ううえで効果的な手段としてオンラインの実施が挙げられ、例

えば同時双方向ライブ配信、オンデマンド化といった方法が考えられる。その場合、例

として次に示すような環境が必要となる。 
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表４－１ 講習会場に必要な環境-同時双方向型（ライブ配信型） 

講習会場に必要な環境（会場同士をつなぐ場合は会場分のセットが必要） 

ネットワーク環境 

高速・安定したインターネット回線（有線LAN推奨）、無線LAN（Wi-Fi）は予備として整備 

映像・音声機器 

カメラ：講師用（固定）＋会場全体用（広角） 

マイク：講師用（ピンマイクまたはヘッドセット）、質疑応答用（ハンドマイク） 

スピーカー：会場内でオンライン参加者の音声を再生 

モニタ：講師用、受講者用（資料・配信画面） 

配信機材 

PCまたは配信専用端末：Zoom、Microsoft Teamsなどの配信ソフト対応 

スイッチャー（複数カメラ切替が必要な場合） 

オーディオインターフェース（音声品質向上） 

提示用デジタル教材 

48時間講習用補助教材、ナレーション動画 

受講者管理システム 

※運営側の職員を配置しない場合 

 

 

 

図４－１ 同時双方向型（ライブ配信型）実施イメージ図 
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表４－２ 受講者及び講師・運営側に必要な環境-オンデマンド型 

受講者側に必要な環境 

PCまたはタブレット 

インターネット接続環境 

eラーニングシステムへのアクセス 

Moodleなど 

教材閲覧環境 

動画再生、PDF閲覧、文書作成及び表計算ソフト課題対応 

課題提出・テスト受験環境 

ファイルアップロード、フォーム入力など 

講師・運営側に必要な環境 

動画教材の制作環境 

撮影機材（カメラ・マイク）、編集ソフト（Premiere Proなど） 

eラーニングプラットフォーム 

コンテンツ管理、進捗管理、テスト機能 

受講者対応体制 

質問受付、フォーラム、メール対応など 

受講者管理システム 

 

 

 

図４－２ オンデマンド型実施イメージ図 
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１－２ オンライン実施の課題と想定される対応等 

 

オンラインで実施する際の課題とその課題を解決するため想定される対応をまとめ

ると表４－３のとおりとなる。 

本テーマにおいて48時間講習用補助教材と職業訓練指導マスタープログラムを開発

したことにより、表４－３にあるコンテンツの不足に対応することができた。 

 

表４－３ オンライン実施の課題と想定される対応 

オンライン実施の課題 想定される対応 

運営上の課題 

（受講状況の確認や確認テストの公正な

実施） 

実施方法の確立（職員の配置、システム導

入など）、事例の共有 

環境面の課題 

（会場の確保が困難、機器の整備が困難） 

オンラインによる県をまたいだ講義やオ

ンデマンド化は一つの解決方法である

が、実施主体をどうするか等、ルールの明

確化が必要 

人材・知識面の課題 

（実施方法がわからない、オンライン化

が進められる人材がいない） 

人材育成（研修等を整備する、事例を共

有）により「わからない」、「進められな

い」を解消 

心理的要因 

（オンラインの実施は大変そう、抵抗感

がある、セキュリティに対する不安） 

事例の共有により不安や抵抗感を軽減 

コンテンツの不足 

（講習の質を担保するため統一した教材

や動画などのコンテンツがない） 

48時間講習用補助教材、職業訓練指導マ

スタープログラムの活用 
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１－３ 48時間講習のデジタル対応に係るまとめ 

 

２年間の取組みによって１年目に補助教材、２年目に動画教材を開発した。これら

はオンラインで実施するだけでなく従来の実施方式でも活用が可能であり、コンテン

ツの不足等の課題解決に寄与できるものである。ここで２つの教材の活用によって期

待できる効果を挙げる。 

【受講者の理解促進】 

 視覚的、具体的な情報を付与することで受講者の理解度を向上できる。  

【教科書の補完・多様化】 

 教科書だけでは不足しがちな事例等を題材とした動画により学習効果の向上が期

待できる。  

【講義の活性化・集中力維持】 

 動画で講義に変化を与えることで受講者の集中力を維持できる。  

【講師の負担軽減・均一化】 

 教材により講師の準備の負担を軽減でき、講義内容も均一化できる。  

【講師依頼の最適化と講師間の引継ぎの円滑化】 

 教材の提供により依頼内容が明確化され、複数名の講師で担当する場合であって

も講師間のスムーズな引継ぎが可能である。  

【オンライン対応】 

 教材によりオンラインで実施する場合であっても教科書を使用しながら講義を行

うことができる。  

 

 
図４－３ 教材活用のポイント 
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また、前章に示したアンケート結果や本テーマの２年間の取組を踏まえ、教材の活

用やオンライン化に向けた実施に係る課題、オンライン化を推進するための今後の方

向性について委員から以下の意見が挙げられた。 

【講習実施に係る課題】 

 教材活用により講師の準備負担軽減や講習の均一化が進む一方、既存の自作教材

を好む講師も存在。 

 投影のみの教材使用では後方席の視認性に課題。 

 オンライン化推進にあたり、通信環境の確保、出席管理、講師の心理的抵抗感が主

な課題。 

 オンライン講習の実施には、会場の通信環境確保や受講者の出席確認方法の整備

が必要。 

 オンデマンド形式の導入は出席管理やテスト実施の面で課題が大きい。 

【今後の方向性に係る意見】 

 動画教材や副教材を活用しつつ、オンライン講習の実施に向けた環境整備を段階

的に進める必要がある。 

 通信環境の整備、出席管理システムの導入、講師の研修や心理的抵抗感の軽減が重

要である。 

 オンデマンド形式の導入は慎重に検討し、まずはリアルタイム配信やハイブリッ

ド形式の試行から開始するとよい。 

 県をまたいだオンライン講習の可能性も視野に入れ、厚生労働省に今後の進め方

について相談しながら実施方法の可能性を検討。 

 教材の標準化と講習内容の均一化を図り、指導員不足の解消に寄与することを目

指すべきである。 

 指導員免許取得の 48 時間講習は暫定的措置であり、制度全体の見直しも検討課題

である。 

 

なお、各教材をより効果的に活用いただくため、教材の特徴や使い方をわかりやす

く紹介する広報用リーフレットを作成した。補助教材については、教材の構成や主な

使用場面に加えて、デジタル教材の活用に慎重な講師や自作教材を中心に講義を行っ

ている講師などを対象に、補助教材を導入することで期待できる効果を整理し、初め

て教材に触れる方にも理解しやすい内容とした。また、動画教材については、教材の構

成やラインナップに加え、職業訓練指導員を目指す方、指導経験の浅い方、企業の人材

育成に関わる方など、視聴対象が明確に伝わるよう、視聴することで期待できる効果

をまとめた。本リーフレットを通じて、教材の利便性や活用効果を明確に伝え、現場で

のさらなる普及と活用促進を図っていく。 
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図４－４ 広報用リーフレット（補助教材） 
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図４－５ 広報用リーフレット（動画教材） 
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最後に、本テーマにおいて開発した 48 時間講習用補助教材は、講師の準備の負担軽

減に寄与し、さらには指導ポイントの明確化、指導方法の標準化といった講習内容の

均一化や質の担保につながると思料される。 

また、職業訓練指導マスタープログラムは、基盤整備センターのホームページを通

じて公開し、これから職業訓練指導員を目指す方、すでに指導に携わり始めた方、さら

には企業内で人材育成や人材開発に関わる方々、48 時間講習の担当講師にとって、職

業訓練指導員として蓄積してきた経験者の指導事例・経験談を得られる貴重なコンテ

ンツとしてご活用していただければ幸いである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４－６ ホームページ掲載イメージ 
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